「カリ カの プリン」 は、 皿に 出して カラメ ルとの 融合を 楽しんで ほ 
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しい。 その他、 瓶に 入った 「よそいき プリン」、 「茶 っぷ りん」 など  も 
が ある  販 

売 

く SHOP〉 

いなべ プリン 店 
いなべ 市 大安 町 門前 994 
10 :〇〇 〜 17:00 ※売り切れ 次第 終了 
第 2 •第 4 日曜の み 販売 
「夜なべ プリン 店」 は 1 8:00-21 :00( 不定期 開催) 
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「いっち やん たまごの ク レー ム ブリュレ」 （500 円） は、 素材を 生か  ど 


した 濃厚な 味わい。 さくら ポーク などを 使用した 料理 も 評判 


く SHOP〉  5 

上 木 食堂  I 

いなべ 市 北 勢 町 阿下喜 2057  I 

0594-82-6058  - 

喫茶/ 11:30 〜 17:00  ； 

居 酒/ 17:00 〜 22:00 
※水曜 •木曜 定休の ほか、 不定期 休業 あり 


「うちのは 伊藤さん の 卵で ない と ダメ」 と 断言す る 「マカロン」 
(各 1 84 円) の ほか、 口ールケー キ (700 円）、 プリン (238 円） は 
「いっち ゃん たまご」 だけを 使用 


12 卜、-' 1 


く SHOP〉 

アミアン 

いなべ 市 北 勢 町 別名 1344 

0594-72-631 8 

9:00 〜 18:00 ※水曜 定休 


上) _ 卵の 選別を する一男さん。 殻の ざら つきな どは 規格 外になる が、 味は つるつるの 卵と 差異がない 下 左) _「 いっち やん たまご」 は、 メレンゲ 
が 立ち やすぐ 菓子 作りに 使う 人が 多い 下 右) _2 力 所 ある 自販機で も 購入で きる。 売り切れの 場合 も 多い ので、 その 際は 直接 養鶏場に 


• いなべ プリン 店 

鈴 鹿 市で 喫茶店を 営んで いた 日 置 愛 彩さん の プリン 専門 
店。 「いつち やん たまご」 の 優しい 色合いを 生かした 滑らか 
で 口当たりの 良い プリンが 好評。 季節 ごとに 地域で 採れる 
食 材を 使った 「きせつの プリン | も あり、 月 2 回の ほか、 不 


•上 木 食堂 

解体 予定だった 築 100 年の 旅館を 改装した 落ち着く 
店内では、 路地 栽培で 採れた 野菜を メーン にした 料理が 
味わえる。 「作つ た 人が 分かる 食材を 使いたい」 と こだわ 
り、 無理な 仕入れは せず、 日替わりで 料理を 提供。 これ か 


• ビス ト □シエ スギ 

ランチ •デ イナ— ともに 2 種類の コース 料理を 提供す 
る フレンチ レス ト ラン。 8 割 以上の 料理に 地場 野菜を 
使用。 「卵の 味 も ありながら、 他の 素材を 邪魔し ない 味」 
と、 他の 卵との 違いを 評価し、 デ ザ— 卜 全般と | 部の 料 


•アミアン 

創業 約 30 年の ヶ—キ 店。 喫茶 コ—ナ I では 連日、 さま ざ 
まな スイ— ツを 楽しむ 地域の 人々 で にぎわつ ている。 
「不純物が なく、 メレンゲの 立ちが いい。 プリンに して 
も 焼き ムラが 出ず、 味が 安定して いる」 と大 絶賛す る 
「いつち やん たまご」 とは 先代からの 付き合い。 


なべ 市の ふるさと 納税の 返礼 品に 
なった こと も あるが、 「本物の 食材 
に 興味を 持って、 こだわりの 飲食 
店を 開く 若者が 増えた と 感じ ま 
す」 と 推測す る。 

安定した 価格 も 魅力の 一つ だ。 
卵の 市場価格は、 夏は 安く、 冬に 高 
くなる 傾向が ある。 しかし、 「いつ 
ち やん たまご」 の 価格は 変動し な 
い。 贈答 用は 1 キロ  410円 、一般 
用なら 310円 と 決ま つてい る 0 
「次の 卵を 作る ための 作付け 費用 


と、 私たち 家族が 暮らして いける 
分 だけ。 卵を 1 つ 持って、 半分は ェ 
サ代 、利益は これぐ らいなん です 
と言ぅと、 皆さん 納得して くださ 
るんで す。 当たり前の ものが 当た 
り 前にで きる 卵づ くりを 続けて い 
きたいで すね」 

エサに こだわり、 昔ながら の 方 
法で 卵を 出荷して いる 「いっち ゃ 
ん たまご」。 多くの 地域の 人から 愛 
される その 理由は、 もみじ 色の 卵 
を 割って 確かめて みて ほしい。 


文 •写真/青 野 穂波 写真/森 貴史 デザイン/ ABBEY  ROAD 


伊藤 恵 子さん 

「いっち やん たまご」 の 顔。 親しみやすい 人 
で 多くの 販路を 築いて きた 


卵を 割って みると、 卵白と 
卵黄では なく  3 層に くっきり 
と 分かれる。 浮き出て いる 
卵白は 濃厚 卵白 （ハウス 
ユニット） といい、 白身に し 
っ かりとした 固さを 持たせる 


もみじ 色の 「いっち やん たま 
ご」。 贈答 用の 場合、 12 個 
ほど 入って 300円 。殻と 卵 
白の 間にある 薄い 膜が し 
っ かりして いるた め、 普通 


の 卵より 割れに くし 


フリモ が 

表ね スユ 


た」 。 

米の 配分を 多 くもでき るが、 黄 
身が 白くな り、 卵の ィメ ー ジ とか 
け 離れて しまぅ ◦現在 も 5 割は 卜 
ゥ モロ コシ、 その他、 牡蠣 殼や魚 
粉、 大豆 柏な ど、 ミネラル 分を 含 
む エサが 与えられて いる。 「すべ 
ての エサの 出 所が 分かる ので、 ア 
レ ルギ^  — の ある 子どもに も 対応 
できます— I。 卵を 直接 買いに 来る 


は 安価な 卵が 登場し 始め、 一時 経 
営は 危ぅくな った。 「話 好きな 長 
所を 生かし、 東海地方を 中心に さ 
まざ まな 場所に 卵を 持って 出か 
けました ◦その 先々 で 卵の 知識 や 
販売 ト ー クを 学ん だんです」 と 振 
り 返る。 

先代から 続けて きた 変わらな 
い 丁寧な 卵づ くりが、 一番の 売 
りに なつた。 飼育 数は ケージ 飼 
いで 7000 羽。 「平 飼いでも 万 
単位のと ころが 多い。 でも、 顔の 
見える 範囲で 商売す るのは、 これ 


人に エサを 見ても らぅと きも あ 
ると いぅ。 

「まずは、 そのまま か茄 でて 味わ 
って」 と 恵 子さん。 卵白が しっかり 
していたり、 完熟まで 茄 でても 臭 
みが 少なかった りと、 他の 卵との 
明らかな 違いに 驚かされる。 

ここ 最近、 40 代の 若手 経営者の 
中で 「いつち やん たまご」 の 名が 広 
まつた。 「いつち やん たまご」 がい 


ぐらいが ちょぅ どい いんです」。 1 

日 5000 B 〜 6000 個を 出 
荷して いる。 半分は 流通 センタ 
1 へ ◦残りは 養鶏場 や 自動 販売 
機な ど、 直販を メ^  — ン にして い 
る。 「地域の つながりで 卵を 売り 
に 行って くれる 人が いる ことが 
ありがたいで すね」 とほ ほ 笑む。 

誠実な 卵づ くりと 
地域との つながり 

「卵の 味は エサで 決まる ◦違いは 
顕微鏡の 世界。 殼の色 や 形が 違っ 
て も 味は 同じなん です」 と 恵 子 さ 
ん 。「いっち やん たまご」 は、 他の 卵 
と比べて 黄身の 色が 薄い。 10 年 ほ 
ど 前から エサの 1 割に、 いなべ 産 
の 飼料 米を 加えた ためで ある ◦「わ 
ざ わざ アメリカ 産の トウ モロ コシ 
を 使用し なくても、 日本には 米が 
あると いう 簡単な 理由から でし 


顔が 見える 範囲の 規模で 
地域に 寄り添ぅ 養鶏場 

大安 町に ある 「いっち やん たま 
ご」 は、 伊藤さん 夫婦と 長男の 嫁の 
3 人で 営む 養鶏場。 「いっち や〜 
ん」 と 呼ぶ 元気な 声が 聞こえて き 
た。 店主の 「いっち やん」 こと、 伊藤 
一男さん を 呼ぶ のは、 妻の 恵 子 さ 
ん 。明るく 元気な 人柄で、 「いっち 
やん たまご」 の 広報を 担、 っ。 

約 50 年 前、 一男さん の 父が 庭先 
養鶏を 始めた。 「かつて、 北 勢、 いな 
ベ、 大安の 辺りには loo 軒 
近く も 養鶏場が あった そぅ 
です」 と 恵 子さん。 しかし、 現 

在い なべ 市で 養鶏を 営む の 

は、 後継者 不足な どを 理由に 

2 軒と なつた。 

恵 子さん は、 約 40 年 前に 

嫁いだ。 先代から 養鶏場を 
典 又け 継いだ が、 ス ー パーに 


© © 0 ® いなべ 市で 愛される 昔ながら のこ だ わり 卵 

つち やん たまご 

自然 豊かない なべ 市は、 さまざまな 食材が 地の 物で そろ/つ。 

大安 町に ある 養鶏場で 採れる 「いつち やん たまご」 は、 

エサに こだわつ た 昔ながら の 製法で、 着実に フアンを 増やして いる。 


